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珠山の言葉“LOVEIS ART. STRUGGLE IS BEAUTY." 

の考察(前編)

喜田 敬

Rokuzan's“Love is Art， Struggle is Beauty" (Part 1) 

Kei KIDA 

“Love is Art， Struggle is Beauty.円 Thisremark was left in Rokuzan's (Ogiwara Morie's) note-

book as his own observation. One year after his death， this writing was discovered in his literary 

remains， called “Chohkokushinzui，" which published on April 20， in 1911. Thereafter， this re幽

mark became widely known 

1t is not too much to say that the masterpiece in modern Meiji sculpture “Onno" (a National 

Cultural Treasure) was an excellent model taken from this writing， and this masterpiece “Onno" 

conceivably was the expression of his dear one Sohma Kokkoh's (Ryo's) face. Therefore， some-

times “Love is Art， Struggle is Beauty.円 wasa comment with a romantic image. 

However， what was Rokuzan's real intention in his writing? This thesis is a consideration of 

Rokuzan's English writing as conceivably his motto and/or the core of his ideology， treading in 

his steps of his faith and his art. 

序

珠山(荻原守衛)のノートに書き残された LOVE1S ART， STRUGGLE IS BEAUTYは，彼

の死の一年後， 1911年(明治44年) 4月20日発行の珠山遺稿集『彫刻異髄jに活字となって登場し，

以後多くの人々の知るところとなった。

明治近代彫刻の最高傑作「女J(国の重要文化財)は，この言葉を見事に造形化した作品といわ

れている O また，この磁山の「女」は，彼の思い人新宿中村屋の女主人，相馬黒光(良)の面影を

写した作品として，ともすると， LOVE 1S ART， STRUGGLE IS BEAUTYは，ロマンティッ

クなイメージで語られることもあった。

Key words; English， Christianity， Meiji Era， Struggle， What is Art， Idea and Craftmanship， 

War 
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しかし，珠山の真意は如何なるものであったであろう O 本論は，彫刻家珠山の信仰と芸術の歩み

をたどりつつ，この緑山の座右の銘とも思想の中核ともいわれる英文に対し考察を試みるものであ

り，その前編である O

第 1章英語であること

仁科惇は， 1珠山が自らの「思想」を英語で表現したのは，やはり日本語では尽せないものを感

じたからであろう o loveといい artといい， struggleといい beautyという。当時の日本にあって

はまだなじまない，未熟の意味内容をもっている。IIという D

珠山に限らず，従来の日本語になじまない外来語は，片仮名やアルファベットのまま表記されて

来た。当時 loveという用語は，北村透谷の影響であろう，若者の間では盛んに用いられていた。

但し，これは透谷の意に反して，一般には男女の恋愛を意味し，そしてこれは今日にまで、至ってい

るといえよう D 外来語のままでも，異文化にあっては本来の意味は変化するのである O

言葉の違いは，文化の違いである o art，芸術は，正に文化そのものであり，両文化が異なる限

り， artと芸術の思想的背景もまた異なっていると言えよう。

“Love is Art， Struggle is Beauty."を，笹村草家人は「愛は芸術にして懐悩は美也j21と訳した。

仁科惇は， 1愛は芸術なり，相克は美なり jl31という O 林文雄は，“Struggleis Beauty"を「葛藤こ

そ美であるIIと訳した。そして，禄山美術館および南安曇教育会関係刊行物は共に， 1愛は芸術な

り 悶えは美なり jl51という訳を用いている O これらの何れが最も正しい英文和訳であかは問題で

はない。訳文の相違は，各研究者・グループの様山研究の結果であり，それぞれの珠山観がここに

ある O 黒光は，珠山の struggleを回想を込めて「煩悶j61といった。 1'1輿悩j，1相克j，1葛藤j，1問

えj，そして「煩悶」。珠山の struggleとは如何なるものであったのであろうか。

興味深いのは，珠山の日常会話にも，英語が登場する事である O ニューヨーク留学中知り合い，

珠山の生涯の友となった戸張孤雁は， 1帰朝以来一週に少なくとも一度は逢ふて居たjl71仲であった

が，互いを訪問する時の禄山の挨拶は， 1ホワるツト マター ウイズ ユーJ81とか「ヘエー，ヘ

エー，ゴーツデム ホワットマタ，ウイズユーjl91であったという O 少々乱暴な挨拶であるが，こ

のゴッデムを戸張は，ニューヨーク留学中の禄山の「無邪気は有名で全ての人々からオギャラー又

はミスター，ゴツデームと呼はれて可愛がられて居た，ゴツデームは此の言葉の乱用から誰れ命ず

るとなく何時かーツのニクネームになったのである， ・・・ゴツテームの名は他校にまで有名なも

のであったj(lOIと回想した。珠山は，帰国後もアトリエで、制作が「思うやうに出来ぬ事でもあると

ゴツデームと云って，さも残念さうにjllllしたという。日本でも礁山の口癖となったのである。

19lO年(明治43年) 4月22日，礁山は，新宿中村屋において，数え年32歳の若さでこの世を去っ
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た。 4月20日に，中村屋を訪れていた珠山は，夕刻になって様子がおかしくなった。相馬夫妻は，

禄山に泊ることをすすめたが，その時愛する黒光に向って言った珠山の言葉は，“Letme go 

home，it is better for me，motherA13という悲しいものであった。そして，彼は血を吐き倒れた。

珠山は他にも多くの英語の言葉を残しているが，ここでそれらを列記することは避ける。但，そ

れらの多くは，大切な人達に対してであり，大切な内容の言葉であった。

今日，多くの帰国者は，不意に口を突いて外国語が飛び出さないかと神経を使う O 外国気触れと

思われることへの恐れなのだが，これは，第二次世界大戦中の敵性語禁止を体験した日本社会に，

今も残存する空気といえよう O 明治はまだ，その体験をしていない時代であった。

戸張は更に， i多くの人は帰朝すると留撃中と気風が異るものである，荻原君は四十一年三月帰

って来たので私は直ぐと尋ねた・・・挨拶が済むと最先に少しも変らなかったねー，と私が云うた

ら，君も善く変らなかったねー，と答へた然かし日本では夫では損だ，でも変らずに通し度いと守

衛君は云ひたした，其の言の如く君は終りまで変らなかった。J(13)と書き記している。ここにも，自

分自身で存り継けようとする禄山の struggleがあったといえよう O

第 2章井口喜源治との出会い

1879年(明治12年) 12月 1日，珠山は，長野県南安曇郡東穂高村に，農家の五男として生まれた。

幼少期より体は弱かったが， 1"小事校の皐科は総て優等で常に一番，若し落ちても二三番であった。

尤も出来た皐科は白書柔術ィほ謀長で、あって，品弁和l白=埼希l己1争で、あつたof仕例九14
年)入，東穂高組合高等小学校を卒業したO この年，戸張の言う，珠山「を彼岸に欝導する先進者

一一一教育者・・・俗世間に何等の評知もない，無名のー隠君子，井口喜源治f司と出会ったのであ

るO 井口は， 1893年(明治26年)10月 1日，珠山の卒業校(小学校)に准訓導として赴任したが，

1898年11月には，東穂高禁酒会が「矢原に砂たるー私塾の『研成義塾Jを興して，只一人ぎりの教

員となJ(削った。珠山にとって，井口との出会いは，キリスト教との出会いでもあった。以後，こ

の「俗世間に何等の評知もないJクリスチャン教育者は 様山の生涯の師となり友となったのであ

るO この井口の筆となる「珠山荻原守衛君」には， i明治二十九年の五月に彼は不図心臓病に催っ

た凡そ一年半の間彼は薬餌と親しんで居った農業は出来ず父は農業の傍蓮花草の種の商をして居た

から彼には将来其商の方を譲るつもりであったf甘とある o 1896年，礁山17歳の年のことであった。

勤勉で労働を神聖視する珠山にとって， i農業は出来ず」不安な日々が過ぎていった。何より，役

に立たない自分が悲しく，一家の負担と成ることが耐えられないと思った。父は，愛する息子の将

来をも考えていた。しかし，肉体に一つの赫を持つことが，珠山をさらにキリスト教へと近づける

結果となった。軽い作業，読書，井口との交流，珠山は，永遠の生命を見詰めつつ時間は静かに流

れていった。珠山の心臓病は完治せず以後生涯の持病となったのである O
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井口はつづけて， r明治三十二年二月彼は友人丸山(文一郎)及余と共に上京して名士を訪問し

始めて巌本善治，松村介石，植村正久，海老名弾正等の諸氏に面会した，それで彼は大なる刺戟を

受くると同時に自分も何か一つやって見たいものであるとの考が頻りに動いて帰郷l司したと記し

ている D この珠山最初の東京旅行の目的は，敬愛する井口と友人丸山と共に，当時のプロテスタン

ト・キリスト教界のリーダー達を訪問することにあったが この訪問を機に，珠山は自分の将来を

考えはじめる O 珠山等は 2月24日帰郷したが， 1899年(明治32年)，珠山20歳の日記「つくまの

なべ」には， r二月二十七日」聖書を少し読み初む。f叫とある。以後この年に限って言えば 9月

18日まで，聖書を読む事は，珠山にとってほぼ日課となっている O この年の夏，珠山の心臓病は，

再発していた。

さて，珠山の郷里には， もう一人磯山に影響を与えたキリスト者がいた。東穂高禁酒会の設立者

にして，後の新宿中村屋主人，相馬愛蔵である o 1897年(明治30年) 3月19日，相馬愛蔵は，東京

牛込払方町教会にて 明治女学校を卒業したばかりの星良(黒光)と結婚し 穂高へ帰って新婚生

活を始めた。黒光の嫁入り道具の中には 一枚の油彩画 長尾杢太郎作「亀井戸風景jがあった。

相馬家で，この油彩画を自にした珠山は， しだいに西洋画に心を引かれるようになる O 黒光は，

「秋になると異赤に紅葉する何の木か大きな木に侍りかかって土蔵の方を向いてスケッチなどして

ゐたもので，それはたしか明治叶一二年の頃かと思はれます。その内珠山も上京して槍をやるやう

になりました。fωと記している o r自分も何か一つやって見たいJ，礁山は，絵をやってみようと考

えたのであった。

第3章二つの学校

1899年(明治32年) 10月，上京した珠山は， 10月22日，黒光の卒業校明治女学校校長巌本善治に

面会した。この面会中，絵画教師を誰にするかの相談もなされている O 以下は同日の日誌の一部で

ある o r三時，巌本先生を訪ふて，井口望月両先生の書を呈し，生が将来を託す。 ・・・洋画家の

当時の第一流と目せらる人は旧派に小山・浅井 新派に黒田・河村のこの四人とす。然して師とし

て学ばんとするこは 後二人はーは不品行極まり，ーはーくせありて宣しからず。前者もあまり好

める人物ならずと O 松井氏は極めて温好の人 決して名を求めず依て第一流には出でざるも手腕

決して二流に下らず。人物に於て温厚，一点の申分なし。依て同氏に付きて学ぶをよしとす。J似

注目すべきは，教育者の条件として，一流である以上に品性を問うている点である口そして，この

時代の洋画壇の重鎮，黒田清輝闘を人選から外し，明治女学校の絵画教師松井昇を「よしとjした

のであった。巌本，松井，そして長尾杢太郎のアドヴアイスもあり，珠山は結局小山正太郎の画塾

「不同舎f31への入塾を決めた。また，巌本の禄山に対する信頼は大きく，当時巣鴨にあった(利明治

女学校内の処静庵闘に住むことも許されたのである O
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礁山の不同舎入塾は，同年11月 5日凶であったが 11月10日付，井口宛書簡には， I全く独学同

様の義に候。先生は一日一回位廻り来り，かれこれ云ふのみ，外は先輩に聞き聞きやると申す次第。

小生は鉛筆画は全く初めての位故，更に不出来，手本は中々むづかしい。」担7)とある D 別に，不同舎

には個性重視の自由な塾風があった訳ではなかろう O 小山は1898年(明治31年)，東京高等師範学

校講師凶に就任し，不同舎に力を注ぐことが困難になったのである。本々小山は，洋画教育の先駆

者的存在であったが，新古典主義者であり，アカデミックな教育法をとった彼は，すでに旧派と目

されていた。礁山は， r鉛筆画は全く初めて」であり，狼狽の様子が分かるが， I手本は中々むずか

しい」とは，旧式な模写教育の事であろう O

同書簡は，さらに「画界の内部も一日通し候へ共，如何せん斯界にも清輩無え，金の為の職業に

過ぎず，腐敗の様も見へあっけにとられ，いやに相成申候。寄り来る奴等は皆俗物」ω)と報じてい

るO 絵画によって立とうと，志しを立て上京した珠山の観察眼は，鋭く画界の現実を見ぬいた。失

望はしたものの，磁山は別に struggleはしなかった。彼は， Iにこにこしながら卑俗を無視し

た。」側のである O

禄山の救いは，明治女学校にあった。「彼は間もなく同校庭内の林中に三畳半の家を造つでそれ

に入り之を深山軒と名付け 基督教を巌本氏の外新井奥遼氏英語を青柳有美氏に撃んだJ(ヘ1900

年(明治33年) 5月より深山軒に住み移った珠山は 7月13日，井口宛に次のような書簡を送って

いる o r先生よ，我はかかる楽しき境遇にあるを得しは誰が為ぞ。されど之と同時に口を忘れ，我
4ヲモ 内 d

は全く俗化しつつあるなきを畏る。」問。

不同舎での絵画修業に行き詰りも疑問も感じていた珠山ではあったが，明治女学校内に住み，敬

愛する巌本をはじめとする教師達との交わりや，若き才媛，エリート女学生との交流は， I楽しき

境遇」であった。しかし，珠山は，この境遇によって struggleを忘れ，俗化して行く自分を恐れ

たのである O 西洋画なら西洋へ行って学ぼう O 珠山は，その解決を太平洋の彼方に求めたのであっ

た。 1908年(明治41年)，米仏留学から帰った磁山は，留学の動機について「こちらに居てはあま

り順境に在ったので，こんな事でぐずぐずして居たらのらくら者になるより外はない。若い中は求

めても苦労をせにやと云ふやうな所から，最初まづアメリカへ行ったのです。」凶と言ったO 禄山は

struggleを回避する為に留学を決意したのではない。自を成長させて呉れる struggleを求めて留

学を決意したのであった。「順境」が人を堕落させるという考え方は，珠山生涯のものとなった。

さて， 1899年(明治32年)10月22日，様山が上京してすぐ巌本に面会したその日は，日曜日であ

った。前掲の「守衛の日誌」には 次のようにある o r相馬兄と麹町一番町教曾に植村正久先生の

説教を開きに行く O 題ヨハネ惇中『人新しく生れずんば天国に行くを得ず。Jなる一節。

先づ，道徳と宗教の区別を説いてから，日く， I道徳とは地のもの，宗教は天のもの，道徳とは
そむ

人の定めし法に能くかなひ，之れに背かざらんことを務むるにあり O 宗教は之れと異なり，己れに

他人以上の偉大なるものを信じ，之を愛し之を敬し 之に己を依頼し，即ち想 地にあらず偉大な
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る神にあり。Jと。更に進んで，先は謂ふ， r偉大の神とは多くの人の云ふ道理窟ッポイ寓物を支配

する大法の何のと云ふとは少しく異なり，我主イエスの愛せる神，主イエスを降せる神，この神を

愛し敬し信ずる事，之れ即ち新しく生れしなり。」と尚信仰の薄弱変動を人生の恋に例へられ， r青
年時代の浮華の恋に依て結ばれし夫婦問の種々なる冷熱を経ずんば真の夫婦の愛情に達せざるが

如く，神と結べる契約も種々の辛酸を経ば，或は冷え或は薄らぎ甚だしきは離縁ともなり，或は辛
まず

苦争に打勝ち，遂には神と楽しく真の愛情を結ぶ。希望は諸子先その域に達せよ。」と O

先生の説を聞いてわれのうたがひ一，道徳、と云へば必ずしも人の定めし法のみにあらず所謂道な

る言葉の中には，言ひあらはせざる自然の大法の導きによるとの意味ある事。二，神とは自然、の大
あたはず

法，天地の霊気と異なれりとの説なり O ぁ、吾未だ宗教に付き研究浅く，以上の意を解する不能，

悲しき或。信仰に関する説の如きは極めて卓論に相違なければ 以上の疑の明かならん事は尚明月

を見るが如からんものを。(帰りて一時之を寵こむ)J(
34
l。これはあくまで珠山の筆記による植村説教

であり，内容には多少の違いはあろう O しかし，珠山が， r聖書jを読みはじめたのが，この年の

2月27日だとすると 求道者珠山の説教に対する集中は 驚くべきものだと言わざるをえない。し

かも， r帰りて一時之を認むJとある。植村・の説教中，珠山には心に引っ掛かるものがあった。①

道徳と宗教の違い。②神とは知何なる存在か。であった。疑問はあったが，植村に反感を持ったの

ではない。自分には分からなかったが， r信仰に関する説の如きは極めて卓論に相違な」いと考え

た珠山は，この日面会した巌本に，これらの事柄について質問しているが，巌本は即答を避け，

「又ユックリと充分御訓示下さるとの事。l司になった。そして，巌本は， 10月29日，礁山との約束

をはたしている(36)

珠山は，植村の説教を「卓論に相違な」いと考えて，これを書いた。疑問点をメモしただけでは

ない。注目すべきは， r信仰の薄弱変動を人生の恋に例へ」た，③信仰生活の在り方についてであ

る。①，②，③， どれも彼には重要に，思えたが，ただこの③について珠山は， rうたがひ」を抱い

ていないのである O 植村の言う「神と楽しく真の愛情を結ぶ。」ための「辛苦争に打勝」つ生き方

に，様山は，異論は無かったと言えよう O 礁山の信仰にも「冷熱」はあった。しかし，礁山は「辛

苦争に打勝jつ為の struggleをその都度重ねて行ったのである D

第 4章稼山の受洗

1901年(明治34年) 2月27日，留学を前に，磁山は洗礼を受けている o 3月7日付の井口宛書簡

には， r愚弟去月二七日受洗仕候間之れ又御喜び被下度候。J聞とある O また 郷里の長兄荻原十重

十には 3月8日付で 「去る月廿七日，先生の御教へに従ひ基督教信徒たる正式洗礼を授り申候

間，右御祝被下度候。此時も荻原の誕生日とて御祝の御馳走に預り候段 よろしく御礼言被下度

候。」倒と書き送っているO
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礁山の受洗について，今だに明らかでない点が二つある D 一つは珠山の受洗教会であり，他の一

つは，珠山の洗礼司式者が誰か，というこ点である。十重十宛書簡中， I先生」とあるのは，巌本

のことであり，巌本が珠山を導き，受洗をすすめた事は分かる O この点を重視したのであろうか，

笹村草家人は， I明治女学校での洗礼j師団と考えた。しかし，何故磯山は，二通の書簡共に，教会名，

司式者名を記さなかったのであろう O これも，禄山研究の今後の課題である O 巌本は，教え導いた

禄山の受洗を喜こんだのだろう， I此時も」禄山の受洗を，新しい「誕生日」として祝って呉れた。

そして，珠山は，十重十からも，御礼を言って呉れるよう頼んだのである D 珠山の受洗の事実につ

いては，確かだといえよう O

珠山のキリスト教について，留学中に友人となった高村光太郎は「荻原守衛はクリスチャンでは

なかったゃうだが，クリスチャン的宗教心がつよく，信念の固い人物のやうにその頃でも見うけら

れた。紐育あたりによくごろごろしてゐた日本人のいはゆる浪人たちのやつにだらしの無い人間で

はないので，私も彼に心をひかれてゐた。」酬という D 光太郎にとって，禄山は生涯忘れられない人

物となった。そして 「信念の固い人物」珠山の背景に光太郎は強く， Iクリスチャン的宗教心」を

観たのであった。しかし 光太郎は珠山は「クリスチャンではなかったゃうだJと考えた。これは

何を意味するのか。言葉通りなら，珠山は 光太郎に 自分がクリスチャンであることを話さなか

ったか，話す機会が無かったということになる O

黒光は， I疎山がクリスチャンらしかったのは研成義塾時代だけで蹄朝後そういふ慮はありませ

んでした。 ・・・主人はキリスト教に入ってゐましたが その頃私はぬけてゐました。」凶という O

研成義塾時代は，珠山の上京以前であり，珠山は，クリスチャンではない。また「クリスチャンら

しかったJとは，まさに黒光らしい言い方である O

黒光は，小学校を卒業すると， I明治女撃校への'憧れを抑へて宮城女皐校に入事l司した。しかし，

黒光の言う「アメリカからお金が爽て経営されてJ附いた同校の 「日本人を日本の惇統を無親して

敬育する」凶姿勢に反感を持ち退学してしまう o 1892年(明治25年)，情緒不安定な少女期の事では

あるが，この頃から 黒光の深層には アメリカ人に対する嫌悪の念が芽生え始めていたと考えら

れる o 1944年(昭和19年)，戦時下とはいえ，黒光はその著書『穂、高高原』のあとがきを， Iいざ米

英撃滅の聖戦下，大東亜興隆の母胎としての戟ひに，中村屋も晴れの御召の下るを待つD おほよそ

聖戦の力と参ずることを得るならば，何の部門を問ふ要があらう O 謹んで命を待ち，弾丸もつくら

う，刃も磨がう，嘗てふるさとを後にした我等，遂にこ、に至る O 穂高明示申も照覧あれ。」附と結ぶ

心境に至ったのであった。黒光69歳の春のことである O

宮城女学校を退いた黒光は，フェリス女学校へ入学した。同校では「音楽の教師ミス モルトン

から・・・ニコライの植拝のJ(46)話しを聞いて，今度はロシア正教の礼拝に出席してみた。「はじめ

てニコライの曾堂に入って私のそこに観ましたものは荘巌この上もない櫨拝の姿，ほんたうに息も

詰まるやうな宗教の絶封境， ・・・ニコライ大司敬はその中で・・・金の十字架のある壇上に上っ
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て祈る，その祈りの撃に私は天上の撃をきく思ひがしました。式が終って『小西増太郎さんの説教

がありますJといふと，私は恐いもの、ゃうにして曾堂を逃げだしました。説教は， もう懲り J¥，

私は説教以上のものを渇き求めてゐるのでありましたもの」刷。その後，黒光は，フェリス女学校

から，念願の明治女学校へと転校した。

黒光の信仰には，多分に雰囲気的なところがあり，また日本的甘えもあった。結局自立すること

なく，キリスト教から離れていった。自己で存り継けようとする珠山を，黒光に，どれだけ理解出

来たか，疑問は残る。

笹村は，光太郎，黒光の回想、を踏まえてか， I珠山にとって基督教は思想ではあっても宗教では

なかった，と云ふのが二十代の彼には信仰に路入るほどの内面の断層は生じてゐなかったからで，

渡米前に洗植など受けたと云ったやうな外形だけのものは蹄朝の後には殆ど脱落してゐたゃうであ

るO 不如意の海外生活に虚してプロテスタンチズムは思想として自律の強い力を輿へて彼を崩さな

い支へにはなったし，これは終生に及んでゐる。」州と結論した。笹村のいう「宗教」とは，如何な

るもののことであろう O 日本的宗教観をもってすれば プロテスタント信仰を宗教として理解する

ことには，困難がある O 笹村の結論は性急に過きのではないか。

留意すべきは， 日本プロテスタント・キリスト教史における明治という時代にある O この日本プ

ロテスタント神学の繁明期には，三位一体の神についても， I聖霊論」はもとより， Iキリスト論」

さえも，明確とは言い難い時代であり，父なる神が如何なる神かが中心命題となっていた「神論J

の時代であったと云えよう O

また，アニミズム的宗教観，汎自然主義的自然観，そして神権天皇制と国家神道の創出したこの

時代， 日本における伝道は並み大抵なものではなかった。伝道者も信徒も，内面的戦いと共に，外

的圧力に対しても戦った時代である D

1901年(明治34年) 3月13日，珠山は横浜を発ち， 4月5日，ニューヨークへ着いた。珠山の留

学は，私費留学であり，アメリカへ着いてまず必要となった事は 職捜しであった。まだ英語も不

自由であった様山は，多くの仕事に失敗している O ここでも，それらを例記することは避けるが，

ニューヨーク上陸からの約 6ヶ月の間，彼の生活は，半ば放浪の旅であった。この頃，禄山は画学

校を断念し，神学校へ入学しょうか考え，迷い始める O しかし，それを思い止まらせる人物がいた。

明治女学校の学生，片岡富子である o 1901年(明治34年)井口宛(9月から10月頃)の書簡には，

「片岡富子とは岡山の女にて予の最親友なり O 彼女は予の迷乱と煩悶とを叱し是非共画に依て立つ

べしと勿々申したり O 赤心我を動かし弟眠らざるも数夜，深く思ふ所ありて去る七日断然 (Art

Students League of N. Y.) に入会十弗の月謝を払ふて通学いたす事と相成候l九ある。

1901年(明治34年) 10月 1日，珠山は，フェアチャイルド家の学撲となった。同家は，アメリカ

の善良なる富豪の一家でかり，これは珠山にとって，幸運であったといえよう O アメリカで学び，
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働きながら，珠山は，フランス留学の為の学費を蓄わえた。そして1903年(明治36年) 10月，フラ

ンスへと旅立ったのであった。

第5章 Whatis A同

禄山の第一次フランス留学は 1903年から1904年 5月までであった。この 5月，礁山はパリのサ

ロンでオーギ、ュスト・ロダンの作品「考える人」を見， r始めて霊芸術の威巌に打たれ，美の神聖な

るを覚知してままに彫刻家とならうと決心したlωのであった。

帰米後， Art Student's League of N. Y.へ戻った珠山は，人体画と解剖学の猛勉強を始めた。目

的は，再渡仏して彫刻を学ぶ為の基礎づくりである O そして，この頃から珠山は，“Whatis Art?" 

と口癖を言い始めたのである。興味深いのは，これが絵画をはじめた頃のことではなく， r美の神

聖なるを覚知しJてからのことである点にある O

1904年(明治37年) 12月，珠山の井口宛書簡には次のようにある o r只一心不乱に，何でも一事

が能くアンダースタンドすれば万事融然として了解し得べしと存じ 僕は僕の本業に依而人生を解

釈せんと決心致し，日夜人体の構造と如何にして之を描き出さんかとに専心致居候。J(51)O 珠山の人

生の目的は，著名なアーテイストになることでなく，アートに徹して，人生の何んたるかを了解す

ることにあったと云えよう O

珠山の LOVEIS ART， STRUGGLE IS BEAUTYを1956年(昭和31年) 3月発行の『彫刻家

荻原珠山』の別章義術論 (277頁)は，作家言として rArt is love， struggle is beauty. (註-塞術

は愛也，争闘は美也と語しうるが相馬黒光によればStruggleは煩悶の意と云ふ)J と記載している O

いつの間にカか

“Wha引ti臼sAr此t?"の答えを，この研究グループが，ここに見い出したと考えたからであろう O しかし，

これではまるで遺言状の書き変えである D 珠山は“Artis Love"とは言わなかった。アートは愛で

はない。愛がアートなのである O

アメリカにおいて，礁山の問いつづけた，“Whatis Art"は，帰国後の1909年(明治42年)11月，

f公設展覧曾評』に，彼の答えとなって登場した。「アートは単に努力ではない，単に勉強ではない，

勿論アートは展覧曾の為めのアートではない，場当て，ヤマカンでは尚更ない，アートは単にアー

トである，アートをアートとして了解した作家，塞術丈けが僕の眼を曳く，満足を与へてくれる趣

味，感興，慰安を与へてくれる。l功。彼の答えとは，“Artis simply Art."ということである O

英語の artは，名詞である他に，古英語の be動詞，第二人称，単数，現在である O ただし，名

詞 artの語源がラテン語の arsにあるとすれば， be動詞 art(語源は古代スカンジナピア語)との
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言語学的関連は無いと云えよう D

しかしながら artの特性の中に，この be動詞的なものが多分に見られることは不思議でなら

ない。珠山はよく努力し，よく勉強した。彼の訓練と観察は， I明鏡の心で対象を窮す，対象の形

ではない内部生命を窮し取る J~同ことであった。そして， I彫刻の本旨即ち中心題目はー製作に依て

一種内的な力(Innerpower) の表現さる、ことであるO 生命 (Life) の表現さる、ことであ

る。l4lことを学びとった。しかし，禄山の言う「アートは単に努力ではない 単に勉強ではない」

とは，努力と勉強の方法について言ったのであろうか。そうではなく「明鏡の心」で制作に没頭し

ていると，作品が向う側から現われて来る体，験について言ったのではないか。アートの主語が第二

人称の体験である D 作者が，知何なる考えを持っていようとも 自己の内面が意識を超えて出現す

る体験である O 珠山は， I作者の人格は作品の上から ドウしでも隠すことは出来l出ない，ことを

知った。そして「人格を透して表現する，それより外にはない。」岡と考えた。さらに， I美術品の

批評は即はち作者の人格の批評である。」聞と結論した。珠山にとって，品性，人格は，人物評価の

重要な規準であったが，向う側から現われて来るものは，人格だけではない。思想，信仰，その他

人間の内面に存在するものは，この人格と共に出現するのである O

さて， 日本近代彫刻の父珠山に関する興味深い証言があるO 第二次フランス留学 (1906年10月~

1908年12月)中，友人となった本多功闘は， I大韓珠山は無器用ですからモデルがないと何も禄に

できなかったもんです。我々はその頃よくパンを一つまみ指でねって鼠や猫など作ったりしました

が，そんな事も禄山は一向下手でした。f剖と回想した。黒光もまた， Iよく家の子供らにオヂサン

檎をかいてくれとせがまれて駄目だよと云ひ乍ら，かいた汽車や電車の檎などはまづいものでし

た。」剛と言う O 疎山は「無器用」であったが，この事が，禄山に幸いしたといえよう O 画家，彫刻

家の中には，幼少期より器用な者が多い。また，初等教育における図画工作の指導方法に我々は大

きく影響される o I上手JI下手Jが基準となっていると益々，技芸的な絵を好むようになり，アー

トが深遠なる内面の世界であるなど思いもおよばなくなる O 珠山は， I其技塞が，上手であるかと

いふことにさへ注意すれば，其品性の知きは何でも構はぬといふやうに，心掛けてをる人もあ

るll)と言い，これを「工雲的労働者」闘と呼んだ。自らの技芸だけに頼った作品は， もはや，“art"

ではなく，主語が第一人称の“am"といえよう O そして，その作家は， artistではなく， picture 

makerとなる O そして珠山は 「スタデーの接続，印象の連続でい、ぢゃないか。畜を作るなど、

は尤も不忠賓と云はねばならぬ。」附)と言った。若き日のパブロ・ピカソは，自分の器用さに悩んだ

末， Loose Controlを目的に，両手でデッサンの勉強をしたと云われる。

犀水生は，禄山について「多くの霊芸術家は地位を作る為に洋行をして，帰朝後は銅像ゃなにかに

手を出して金儲にあせるのが普通であるのに，荻原君の洋行は異に塞術の為であった，全るで金儲

などに手を出さなかった。J~刊と記している o 技芸に長ずると ある種の誘惑におそわれる D 技術と
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経験によって人の喜ばせ方， トリックが身についてしまうのである O これも，“art"ではなく，主

語が，第三称、である“is"といえよう O

次に， be動詞 artが，現在形であることに注目しよう o r現時点で人類の最古の芸術行為として

明確にさかのぼりうるのは・・・今から 3，4万年前頃までである。l日。最初に発見された，この

時代の作品は， r1879年，北スペインのアルタミラJ(I勺同窟の壁画であった。 1880年のリスボン「人

類学先史考古学国際会議では発見者の推測は全面的に否定されてしまった0/7)。作品が鮮明で，生

き生きしており，対象となっている動物の姿が正確に捕えられている為，現代人による贋作という

結論が出たのである O 旧石器時代は，狩猟採集の時代であり，当時の人々にとって，狩猟の成功失

敗は，生命の問題であった。数万年もの問，人類の祖先達は，この最大の関心事，動物を見つめ続

けて来た。生き生きと描かれた動物の姿は，この観察の成果であり，壁画を描くことは，狩猟成功

の祈願であり，祈りであった。先史時代の作品も，中世の作品も，近世の作品も，今日見て心が動

かされるのがアートといえよう O 文明の力である工業製品は，時間とともにその機能を低下させて

過去の物となる O しかし，文化の力であるアート作品は時間を超えて新しい。 artはwereでもな

く， wasでもない。ひたすら artなのである O

さて，珠山が師と仰いだロダンであるが，彼はその生涯，到底一人の作家が制作するには不可能

と思われる数の作品を残している O 実は 「ロダンの助手・・・たちに 自分の作った原型をあた

えて，安心してまかせきりで彫らせたJ酬のであった。そして完成すると，ロダンの名が彫り込ま

れ発表された。この時代の日本では 「鋳物師が実権を握って その下に原型師がいた時代J闘であ

ったという O ここにも 当時のフランスのアートと 日本の芸術の違いがある D 前者においては，

アイデイアーが何よりも重視され，後者においては，何よりもまず技能，技巧による出来栄えが重

視されていたのであり 工芸が芸術を従えていた時代といえよう O

第6章肉の剣と霊の剣

1904年(明治37年) 2月 日露戦争は始まった。以後ポーツマス講和条約調印の行なはれた1905

年(明治38年) 9月までの間，除山書簡の中には，この戦いについての内容が目立って来る o 1904 

年(明治37年) 2月11日のパリ発井口宛書簡には， r日本フリート大勝の報，昨朝満都に霊喧たり

しが，引つずき人心騒然たる様なり。fO)とある O これが最初のこの戦争に関する書簡である口 4月

6日には，十重十に宛書簡の書き出しに， r戦争も益々前進好都合の様にて邦家の為め嬉ばしき事

に存候。fllと記した。さらに 4月15日井口宛書簡には， r昨今露海軍大失態の報盛に伝はり中々

愉快に御座候。」聞とある O 望郷の思いもあったろう 国際都市パリにあって同盟国イギリスをはじ
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めとする各国の対応を見つつ，遠い祖国の勝利を喜ぶ珠山であった。 5月になると，珠山はパリを

離れ 5月30日にフイラデルフィアに着いた。この年の夏を，フェアチャイルド家とともに，ニュ

ーポートで過ごした珠山は，この間トルストイの非戦論(73)を読んだ。

9月20日(頃)の十重十宛書簡は， I敵の敗を聞いて喜ばんか，それはあまりに残酷ならずや。

彼等も亦人の子なずや。J(74)と論調が一変する O 同年の蔵書扉書き入れにも，“LETTER AND MIS-

CELLANIES OF ROBERT"には「天長の佳節，紐育に於て求え， ・・・敵と云ひ味方と云ふ，

人類の上に何等の差ぞ，神の前に何等の別ぞや。l日とあり“SELECTIONSFROM WORD-

WORTH"には， I敵の敗を聞きて笑はんか，楽しまんか，そはあまりに残酷なるをや。露軍遼陽

に大敗し，彼我死者六万を算す。鳴呼彼れも亦人の子ならずや，J同とある O

年明けて， 1905年(明治38年) (2月-3月頃)の十重十宛書簡では， I剣の戦は満州、|に勝ちてよ

り「日本」の名を世界の片隅まで播布せられ，二才の幼童尚ジャパンを叫び候程にて吾輩在外の徒

にも誠に光栄の至に御座候。同胞幾万の血はよく此の名誉を至せり O ・・・去る紀元節にはコロン

ビヤ大学日本人倶楽部の発起にて祝賀会あり甚だ盛会。来会者の過半は外国人なりしにでも， 日本

が如何に列国の聞に歓迎せられっ、あるかを知るべく候。f司と，ニューヨークにおける日露戦の反

響を伝えている D 様山の時代は言うまでもなく，列強支配の世界であった。前年 9月より，非戦論

を展開して来た珠山ではあったが 親日のニューヨーク社会にあって，極東の弱小祖国日本におく

られる声援に対して，喜びは隠せなかった様である O ただ，磯山の非戦主義は終始変わることはな

かった。問書簡は， I疫病にて村海サン，柏井園先生 河井など云ふユニオン神学校の友病床にあ

り，当時非常に多忙一寸失礼します。」同という文面で結ばれている O ここから，珠山のニューヨー

クにおける交友関係が，画学生に留まらず，神学生，神学研究者にまで及んでいることが分かる O

当時の神学留学生も，過酷な生活下にあったであろう O 弱っている者を見捨てておけないのは禄山

の気性でもあるが，健康を害し病床にある友のために忙しくしていた珠山の姿が窺われる O これら

の神学生との交流が，珠山の信仰を深めていたのではなかろうか。また，どの様にして，これらの

神学生を知るようになったのであろうか。そして， 1901年(明治34年) 4月5日からの半年間の苦

悩の生活の中で考えた献身。珠山は ユニオン神学校への入学は，考えたであろうか。

さて，珠山の非戦論の中で特に重要と思われるものは， 1905年(明治38年) 3月20日付 井口書

簡の中の一文にある o I予輩は主基督に於て全然戦争の非なるを知る O 彼の霊能を以てしてユダの

好謀を知らざらんや，パリサイの軍兵の如きその一指を動かさずして全滅する何ぞ難からんや，彼

をしてマホメットの知く剣を以て立たしめば，優に世界を統一する又易々たり なるべし。然るを

彼は其のペテロが従者の耳を削りたるをさへ之を叱し，之を療したるにあらずや。而して従容とし

て縛に付き，あらゆる辱を受け遂に十字架上に一度彼れは繁れたりき O 彼の理想、の高速なる到底予

輩人類の容易に之れを解する不能，彼れ降りてより二千年最近の人智もまだ肉の戦争を避くる不能，

而して彼れの降し玉へる霊の剣と霊の戦争とは 之れを忘却し去れるが如し。又悲からずとせん

-108-



珠山の言葉“LOVEIS ART. STRUGGLE IS BEAUTY."の考察(前編)

ゃ。」同。

珠山は，ユニオン神学校の友人達と日露戦について語り合ったのであろうか，詳細は判らない。

ただ，聖書を読みかえしたのであろう O まず禄山の非戦主義が「主基督」によることが明記されて

いる O

礁山は，福音書中のキリストのゲツセマネの園からゴルゴタの十字架の死までの記述酬に注目し

た。「ペテロが従者の耳を削りたる」は まことに人類の目から見れば正義と云えよう O しかし，

キリストは彼を叱る O 神の計画が成就される為にである O 珠山のこれまで書き記して来た「彼等も

亦人の子ならずやJ，r人類の上に何等の差ぞJ，r神の前に何等の別ぞや」等からは，一種珠山の人

道主義のみが，強調されがちである O しかし，この 3月20日書簡には，礁山の十字架への集中が見

られる O 彼も我も神の前に等しい。それは 彼も我も神の前に等しく罪がある，ということである O

棋によって洗い流される日本的罪ではない。原罪である O 神の計画一人類の救済ーが成就する為に，

キリストは十字架に死なれた。しかし 「人類の容易に之れを解する不能」と珠山は言う O 人類が

人類、であるかぎり 人智では「肉の戦争を避くる不能」という O そして キリストの「降し玉へる

霊」による戦にいたっては忘れ去っている，と悲しんだ。

禄山は，日露戦争を通して戦争について考えた。磁山の言う「肉の戦争Jと「霊の戦争Jである O

1905年(明治38年) 7月18日付，井口宛書簡には，アメリカ在住の日本人留学生について，次のよ

うに書き送っているo r戦争は独り満州の野に限らず候。世界到る所之れ戦場，社会に家庭に，否

自己の心の中に，殆ど分秒も絶ゆる事なきは之れ戦争に御座候。 ・・・彼等も遠く故山を離れ，勇

敢なる戦争の途上にありと云へども，彼等の軍略は児玉大将のそれの如く明確ならず，乃木大将の

それの知く勇敢なる能はず，幾多有為の青年紐育に或はシカゴに惨憎たる戦死をとげつ、ある也。

想ふに心の戦は剣の戦より惨'陰也。」刷)。

青雲の志しをたて留学して来た有能な青年達の中にも，異国にあって幾多の困難，誘惑を前に，

行き詰ったのであろう O この戦いに，軍略の明確でない者，勇敢でない者たちが，留学という貴重

な体験と時間とを無駄にし浪費する姿を，磁山は見た。ニューヨークに，シカゴに， 日本人留学生

の精神的屍は，累々と横たわった。光太郎の言った「紐育あたりによくごろごろしてゐた日本人の

いはゆる浪人たちのやうにだらしの無い人間」のことである。珠山は，彼らのために悲しんだ、。

「心の戦は剣の戦より惨'謄也」。自に見えない敵(誘惑者)との戦いは，目に見える敵との戦いより

惨憎なり o )11貢境が人を堕落させると信じた珠山であったが，逆境の時も， )11買境の時も，その背後に

誘惑者が存在するのなら変りはない。キリストの「降し玉へる霊の剣」によって「霊の戦争」を戦

うしかない。珠山は，この時も struggleしつづけていたのであった。
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